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3． 「沖縄の豊かな自然の恵みを継承する、持続可能な循環共生社会」

を目指して 
この第 3 節では、沖縄県が目指す環境像「沖縄の豊かな自然の恵みを継承する、持続可

能な循環共生社会」の実現に向けて取り組む施策の具体的内容について提示します。 
施策や取組を着実に推進していくためには、目標を設定し、目標の達成状況、施策の進

捗状況等を定期的に把握・検証し、適切に進行管理を行っていく必要があります。そのた

めここでは、各施策や取組の成果指標を設定し、目標を達成するための具体的な取組の

「ロードマップ」を示します。また、各基本目標の達成状況を評価するため、取組の進捗

状況を考慮した従来の総合的評価に加え、新たに基本目標達成指標を設定します。なお、

基本目標達成指標の算出プロセスは以下のとおりです。 
 

 

 
 
  

① 各施策や取組の成果指標を設定 

② 成果指標を達成度(0～100％)に平準化 

③ 基本目標ごとに指標群を幾何平均したものが、各基

本目標の達成指標 

基本目標達成指標の算出プロセス 

基本目標達成指標 = ��平準化した成果指標群
指標数

 

(例) 

・二酸化炭素排出量 

・再生可能エネルギー電源

比率など 

各指標の目標値を設定し

て、目標値に対する達成度

(0～100％)を算出 

※幾何平均は、変動程度が異なる様々な指標を平均化する場合、それらの指標を同じような変動

レベルに合わせることができます。そのため、単純平均よりも、より平均的な値を示します。 
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ロードマップの記載例は以下のとおりです。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ロードマップの記載例 

ロードマップ 

活動指標： 

 取組の年度ごとの

活動量 

成果指標： 

 取組の成果を表す

指標 施策展開 

活動指標の数値目標 

事業名等 

R7 以降の活動指標の数

値目標は、今後の新・

沖縄２１世紀ビジョン

基本計画における実施

計画の見直しに併せ

て、設定する 
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3-1 「I 自然環境の保全・再生及び安全・安心な生活環境の実現」 

本県は、沖縄島北部と西表島が世界自然遺産に登録されました。登録された理由として、

「国際的にも希少な固有種に代表される生物多様性保全上重要な地域である」とされ、本

県の生物多様性の価値が評価されたためです。生物多様性だけでなく、それを支える土壌

や河川、海域、大気などの環境も欠かせない要素です。また、これらの環境要素は、人間

の生活にも直接関わってきます。 

このような豊かな自然環境からの恵みを受け、県民は社会生活を実現しています。具体

的には、美しい海など沖縄の豊かな自然を活かした観光業、河川や地下水から得られる生

活水、豊かな海域環境から得られる海産物などが挙げられます。県民の望む環境像のアン

ケート結果でも、「美しい自然と共存する社会」が過年度調査から継続して最も多く選ら

ばれており、自然と共存する社会が望まれています。また、2022 年(令和 4 年)12 月、

COP15(国連生物多様性条約第 15 回締約国会議)において、2050 年(令和 32 年)までの

「自然と共生する世界の実現」に向け、2030 年(令和 12 年)までに世界全体で陸と海の

30%以上を保全区域にすることなど 23 項目の新たな世界目標が盛り込まれた「昆明・モ

ントリオール生物多様性枠組」が採択されました。本県でも、その目標達成に向けて取り

組んでいきます。 

自然と共存(共生)するうえで、開発による自然環境及び生活環境への影響、オーバー

ツーリズムなど観光による自然環境への影響、外来種による生物多様性への影響、生活排

水などによる河川や地下水汚染、赤土等流出による海域環境や水産業への影響などが問題

となっており、これらの対策が課題です。 
これらの対策を推進する基本施策として、「I-1 自然環境の保全・再生」及び「I-2 安

全・安心な生活環境の実現」を設定します。前者では、「I-1-1 陸域環境の保全」「I-1-2 
沿岸・海域環境の保全」「I-1-3 緑・水辺・景観の保全・創造」「I-1-4 歴史・文化環境の

保全・創造」「I-1-5 自然環境保全と調和するツーリズムの推進」「I-1-6 赤土等流出の防

止」「I-1-7 自然環境の再生」を推進します。後者では、「I-2-1 大気環境の保全」「I-2-2 
水環境の保全」「I-2-3 化学物質対策の推進」「I-2-4 騒音・振動・低周波音・悪臭の防

止」「I-2-5 土壌・地下水環境の保全」を推進し、「自然環境の保全・再生及び安全・安心

な生活環境の実現」に向けて取り組みます。 
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これらの基本施策における成果指標及びその数値目標は、以下のとおりです。 
 

成果指標一覧(自然共生)(1/2) 

基本施策 指標名 
数値目標 

R9年度 R14年度 

I-1 自然環境の保全・再生 
I-1-1 
陸域環境の保全 

世界自然遺産登録の更新 更新 ※ 
準絶滅危惧種から絶滅危惧種への移行種割合 20% 20% 
重点対策種等の排除・根絶地域数 2 地域 4 地域 
譲渡可能な犬猫の殺処分件数 21 頭 0 頭 
森林整備面積 543ha 543ha 
総合的病害虫防除技術実践者数 197 戸 217 戸 
環境保全型農業の実践数(累計) 2,352 件 2,652 件 
多面的機能の保全が図られる農用地面積 21,902ha 22,000ha 

I-1-2 
沿岸・海域環境の 
保全 

自然保護区域面積(海域) 0.21万km2 0.21万km2 
準絶滅危惧種から絶滅危惧種への移行種割合 20% 20% 
沿岸域におけるサンゴ被度(沖縄島西岸) 60% 70% 
海洋政策事業に係る関係団体数(事業者、研究機関等) 39団体 43団体 

I-1-3 
緑・水辺・景観の 
保全・創造 

緑化活動団体数 680 団体 700 団体 
景観計画の策定・改定数 67 回 82 回 
景観アセスメント数 128 件 168 件 
自然環境に配慮した河川整備率 16% 20% 
無電柱化整備総延長 195.5km 215.5km 

I-1-4 
歴史・文化環境の 
保全・創造 

歴史景観と調和する都市公園の供用面積 49.1ha 72.8ha 

文化財の指定件数(累計) 1,476 件 1,494 件 

I-1-5 
自然環境保全 と 
調和するツーリズ

ムの推進 

各市町村の観光基本計画において独自の KPI を設

定した市町村数 
31 市町村 41 市町村 

持続可能な観光を推進するための取組が行われて

いると感じた観光客の割合 
60% 70% 

離島の持続可能な観光を推進する

ための取組が行われていると感じ

た観光客の割合 

宮古圏域 60% 70% 
八重山圏域 60% 70% 
久米島圏域 60% 70% 

I-1-6 
赤土等流出の防止 

赤土等堆積状況(SPSS ランク 5)以下の海域割合 79% 100% 
監視海域における赤土等年間流出量 112,500トン 93,200 トン 

I-1-7 
自然環境の再生 

自然保護区域面積(海域) 0.21万km2 0.21万km2 
自然環境に配慮した河川整備率 16% 20% 

※令和 15 年度の遺産登録更新に向け、遺産地域の保全と利用の両立を図り、貴重な自然環境を次世代へ継承する取組を

推進。 
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成果指標一覧(自然共生)(2/2) 

基本施策 指標名 
数値目標 

R9年度 R14年度 

I-2 安全・安心な生活環境の実現 
I-2-1 
大気環境の保全 

大気環境基準の達成率 

(光化学オキシダントを除く) 
100% 100% 

I-2-2 
水環境の保全 

河川水質環境基準達成率 ― 100% 
海域水質環境基準達成率 ― 100% 
特定事業場排水基準の達成率(検査時) 95% 95% 

I-2-3 
化学物質対策 の 
推進 

大気環境基準の達成率 

(光化学オキシダントを除く) 
100% 100% 

総合的病害虫防除技術実践者数 197 戸 217 戸 
環境保全型農業の実践数(累計) 2,352 件 2,652 件 

I-2-4 
騒音・振動・低周

波音・悪臭の防止 

自動車騒音に係る環境基準達成率 ― 100% 

航空機騒音環境基準達成率 100% 100% 

I-2-5 
土壌・地下水環境

の保全 

土壌汚染対策法に基づく汚染土壌の適正処理率 100% 100% 
特定事業場排水基準の達成率(検査時) 95% 95% 
総合的病害虫防除技術実践者数 197 戸 217 戸 
環境保全型農業の実践数(累計) 2,352 件 2,652 件 
森林整備面積 543ha 543ha 

 

基本目標「自然環境の保全・再生及び安全・安心な生活環境の実現」の達成指標は、以

下のとおりです。 

 

 
 
 

 

 
  

基本目標(自然共生)達成指標(0～100%) = �∏平準化した成果指標群
32
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ロードマップ(自然共生)(1/16) 
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ロードマップ(自然共生)(2/16) 
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ロードマップ(自然共生)(3/16) 
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ロードマップ(自然共生)(4/16) 
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ロードマップ(自然共生)(5/16) 
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ロードマップ(自然共生)(6/16) 
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ロードマップ(自然共生)(7/16) 
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ロードマップ(自然共生)(8/16) 
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ロードマップ(自然共生)(9/16) 
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ロードマップ(自然共生)(10/16) 

 
  



 

159 

ロードマップ(自然共生)(11/16) 
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ロードマップ(自然共生)(12/16) 

 

  



 

161 

ロードマップ(自然共生)(13/16) 
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